
令和８年９月 18 日定例記者会見資料 

富士山
ふ じ や ま

１号
ごう

墳
ふん

の甲冑
かっちゅう

一式の発見について 

-富士山１号墳出土の冑
かぶと

 続報- 

 

富士山１号墳は、令和２年度から保存目的調査を開始し、令和７年度の第５次調査にて、埋

葬施設ならびに副葬品である冑を発見しました。冑は令和８年度から、公益財団法人 

元興寺
がんごうじ

文化財研究所に委託し、保存処理を実施しています。この保存処理の過程で、冑のほ

かに、甲
よろい

（短甲
たんこう

、肩
かた

甲
よろい

、頸
あかべ

甲
よろい

）が発見されました。 

 

１ 富士山１号墳発掘調査について 

 ・富士山１号墳発掘調査の目的、経過の概要等（別紙１） 

 

２ 冑の保存処理状況について 

 ・短甲、肩甲、頸甲、三尾
さ ん び

鉄
てつ

の確認（別紙２） 

 

３ 短甲、肩甲、頸甲、三尾鉄について 

 ・各部位の説明、甲冑一式の三重県内出土例（別紙３） 

 

４ 富士山１号墳の調査成果と今後の予定 

 ・これまでの調査成果、甲冑一式の今後の取り扱い、今後の発掘調査等の予定（別紙４） 

 

（参考）公益財団法人 元興寺文化財研究所からのコメント 

鈴鹿市 文化スポーツ部 文化財課 課長 山中 尚美 

担  当 文化財課 発掘調査GL 真弓 真紀 

調査担当 文化財課 発掘調査Ｇ 岡 紗和子 

電 話 059-374-1994（考古博物館内） 382-9031（文化財課） 

ＦＡＸ 059-374-0986 



別紙１-１ 

富士山
ふ じ や ま

１号墳発掘調査の経過 

 

１ 発掘調査の目的 

富士山１号墳の規模や年代、構造等を明らかにし、鈴鹿市の史跡として指定できるかどうかを判断する 

 

２ 発掘調査の経過 

・令和元年度 河曲地区地域づくり協議会による竹の伐採 

・令和２年度 事前調査 

現況図作成 → 54ｍ前後の帆立
ほ た て

貝
がい

式前方後円墳と推定 

・令和３年度 第１次調査 

    トレンチ１～３ → 造
つくり

出
だし

の発見、葺
ふき

石
いし

・埴輪
は に わ

あり、２段築成、馬蹄形の周
しゅう

濠
ごう

 

      ※現地説明会開催（R3.12.11） 

・令和４年度 第２次調査 

トレンチ４～６ → 造出で埴輪列の中央から陶質
とうしつ

土器（須恵器
す え き

か）出土 

          後円部南の盛り上がり（陸橋
りくきょう

か？）は後世の盛り土と判明 

※現地説明会開催（R4.12.10） 

・令和５年度 第３次調査 

    トレンチ７・８ → 全長55.7ｍと判明、前方部北東隅を特定 

・令和６年度 第４次調査 

    トレンチ９・10 → 北側のくびれ部を特定、後円部上段の直径25.4ｍ、テラス幅2.5ｍ前後と確認 

・令和７年度 第５次調査 

    トレンチ11～13 → 粘土槨
ねんどかく

の埋葬主体を検出、小札鋲留衝
こざねびょうどめしょう

角付
かくつき

冑
かぶと

出土、北側にもう１基あるか 

     ※現地説明会開催（R8.3.14） 

  ・令和８年度 第６次調査（現在継続中） 

    トレンチ11～13 → トレンチ11・12で葺石を検出、後円部テラスと前方部上面が地続きと推定 

               埋葬主体の調査を継続中（粘土槨の内部構造、北側の埋葬施設の有無） 



別紙１-２ 

３ 基礎情報（令和８年９月18日現在の知見） 

・時 期：５世紀後半（古墳時代中期後半） 

  ・所在地：鈴鹿市国分町字富士山越 

・墳 形：帆立貝式前方後円墳（造出付き） 

  ・規 模：全長55.7ｍ（各部位の推定規模：前方部の長さ18ｍ、幅28ｍ、高さ１ｍ、 

後円部の直径38ｍ、高さ６ｍ） 

 ・葺 石：あり 

  ・築 成：二段 

・周 濠：馬蹄形 

・主な出土遺物：円筒埴輪、朝顔形埴輪、形象埴輪か、陶質土器か、須恵器、土師器、 

小札鋲留衝角付冑、三尾鉄、横矧板鋲留短甲、肩甲、頸甲 

 

４ 指導委員 

小澤
お ざ わ

  毅
つよし

（三重大学 名誉教授・鈴鹿市文化財保護審議会委員・三重県文化財保護審議会委員） 

岸本
きしもと

 直
なお

文
ふみ

（大阪公立大学 教授） 

長友
ながとも

 朋子
と も こ

（立命館大学 教授） 

 

５ 既刊の印刷物 

・速報展パンフレット 

「発掘された鈴鹿」2020～2025（６年分） 

・現地説明会資料 

富士山１号墳第１次発掘調査 現地説明会資料（R3.12.11） 

富士山１号墳第２次発掘調査 現地説明会資料（R4.12.10） 

富士山１号墳第５次発掘調査 現地説明会資料（R8.3.14） 

・発掘調査概要報告 

『鈴鹿市考古博物館年報』第23～27号（５年分）  

 



 別紙２-１ 

冑の保存処理状況について 

１ 保存処理期間  令和８年４月15日から令和９年３月23日（予定） 

２ 保存処理委託先 公益財団法人 元興寺文化財研究所 

３ 保存処理状況 

  ・養生状態から梱包材を解体後、土取り作業を実施 

  ・土取り作業の結果、冑のほかに短甲、肩甲、頸甲、三尾鉄が含まれていることを新たに確認 

   冑：頭頂部は欠損しているが、そのほかの部位ははっきりと残る 

三尾鉄（冑の頭頂部に付属する板）の状態は良く、革紐等の有機物が非常に良好に残っていた 

   短甲：左前から左後胴の下部が残る 

      右半分はほとんど残っていない状態 

      横矧板鋲留
よこはぎいたびょうどめ

短甲
たんこう

という種類であることが判明 

   肩甲：頸甲と接着した状態で確認 

      肩甲を構成する板の枚数は12枚と平均的な枚数 

   頸甲：肩甲と接着した状態で確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

甲冑一式（公益財団法人 元興寺文化財研究所 提供） 



 別紙２-２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小札鋲留衝角付冑（公益財団法人 元興寺文化財研究所にて撮影） 

三尾鉄（公益財団法人 元興寺文化財研究所にて撮影） 



 別紙２-３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

短甲（公益財団法人 元興寺文化財研究所にて撮影） 

肩甲・頸甲の一部（公益財団法人 元興寺文化財研究所にて撮影） 



別紙３-１ 

短甲、肩甲、頸甲、三尾鉄について 

 

１ 横矧板鋲留
よこはぎいたびょうどめ

短甲
たんこう

とは 

 ・胴体を防護する鉄製の武具の一つ 

 ・５世紀中頃に出現し、５世紀末まで続いたとされる 

 ・５世紀後葉以降→省力化がすすむ特徴あり（帯金が幅広化、大きな鋲の使用、鋲数の減少） 

【名称の由来… 素材 + 綴じ方】 

  横矧板…横長の板 

 鋲留…部品同士を同じく鉄製の鋲でつなぐ方法のこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鋲留短甲の模式図（滝沢 誠1991「鋲留短甲の編年」『考古学雑誌』第76巻第３号 日本考古学会より引用） 

 

２ 肩甲、頸甲とは 

 ・甲冑の付属具 

 ・首回りとその前後を頸甲、肩から上腕までを肩甲が覆う 

 

３ 三尾鉄とは 

 ・冑の頭頂部に付属する鉄製品 

・３本の枝が尾のように付く。枝先には鳥の尾や植物などを 

 取り付け飾ったと推測されている 

 

 

 

 

 

甲冑一式模式図（奈良県立橿原考古学研究所2024 

『甲冑‐古墳時代の武威と技術‐』 

奈良県立橿原考古学研究より引用）（一部加筆） 

富士山１号墳 冑保存処理過程で 

新たに発見された部位 

短
甲

た
ん
こ
う 

三
尾

さ
ん
び

鉄て
つ 

錣
し
こ
ろ 



別紙３-２ 

４ 三重県での出土例 

 



別紙４-１ 

富士山１号墳の調査成果と今後の予定 

 

１ これまでの調査成果 

 ・全長55.7ｍと周辺地域で格段に大きい規模を誇る 

 ・典型的な前方後円墳ではなく帆立貝式であるものの、造出をもつ 

 ・造出に朝鮮半島南西部（馬韓・百済辺りの地域）に由来する陶質土器（須恵器か）を供献している 

・出土した埴輪や須恵器、冑などの遺物の特徴や馬蹄形の周濠や葺石を持つ構造などから、５世紀後半 

の築造と推定できる 

・埋葬主体が未盗掘であり、粘土で棺を囲う方法（粘土槨）を採っている 

・甲冑一式（小札鋲留衝角付冑、横矧板鋲留短甲、肩甲、頸甲）を副葬している 

⇒ 鈴鹿川下流域における５世紀後半の有力首長  

※ 今後の調査を通して、大和朝廷（大和政権）との関わりや武人等の詳細を検証していく 

 

２ 今後の予定 

（１） 冑、三尾鉄の保存処理 

  令和８年度事業として公益財団法人 元興寺文化財研究所に委託し実施中 

  三尾鉄は分析を実施。枝先に取り付けた飾りや、革紐の成分に関する情報が 

得られる可能性あり 

   ※１年程度かかる見込み。その後、改めて公開いたします（日程未定）。 

（２） 短甲、肩甲、頸甲の保存処理 

      令和９年度事業として実施予定 

      ※１年程度かかる見込み 

（３） 今後の発掘調査等の予定 

・令和８年度 第６次調査（令和８年４月20日から10月31日まで予定） 

     トレンチ11～13継続 → 埋葬施設の追及、後円部と前方部の接続方法、後円部の直径 

・令和９年度 第７次調査 

     トレンチ14～15 → 南側くびれ部、前方部の北西隅  ※現地調査終了 

・令和10年度以降 

     整理作業 → 報告書刊行 

     遺跡の史跡指定・出土品の文化財指定の可否判断 

 



 別紙４-２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.１ 富士山１号墳 調査区配置図（１：400） 



 

（参考）公益財団法人 元興寺文化財研究所 コメント 

公益財団法人 元興寺文化財研究所 

埋蔵文化財保存研究グループ 研究員 

初村 武寛 氏 より 

 

（以下、コメント文） 

古墳時代の甲冑を副葬する際、胴部の甲である短甲の中に冑を入れ、頸甲・肩甲は短甲の

上にのせる事例が多いが、富士山 1 号墳においては短甲の中に冑と頸甲・肩甲を入れると

いう特異な状況であったことに驚いた。 

富士山１号墳の甲冑は、短甲の上半部が失われているが、もし頸甲・肩甲が短甲の上に置

かれた状態であれば、短甲の上半部と同様に失われていたことになる。先の特異な副葬状況

であったため、奇跡的に頸甲・肩甲が現存していることになる。 

 

調査の結果、富士山１号墳の甲冑は小札鋲留衝角付冑、三尾鉄、錣、頸甲、肩甲、横矧板

鋲留短甲で構成されることがわかった。三重県内でも類例のない甲冑セットになることに

加え、三尾鉄・錣などは既存の甲冑資料よりも遺存状況が良好であるなど、非常に重要な資

料になる。 

 

考古学的な位置づけについては、保存処理が完了し、甲冑の全容が見えてからになるが、

公益財団法人元興寺文化財研究所ではこれら富士山１号墳より出土した甲冑を公の場で皆

様にみていただけるよう保存処理を進めていく。 


